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品名 備蓄の考え方 配備目標
令和５年度末

現在数

令和6年度

2024年

令和7年度

2025年

令和8年度

2026年

令和9年度

2027年

令和10年度

2028年

備蓄

区分
支援依頼先等

①液体ミルク 乳児数（0歳：16人）×（200㎖／缶×１）×授乳回数(８回：1.5日）＝128本（200㎖） 200㎖缶：128本
120㎖缶：408本

（200㎖換算244.8本）
144本 144本 144本 144本 144本 Ａ 24本／箱

②備蓄用ゼリー 想定避難者数（3,553人）×給食数（2袋／1食）×給与回数（2回）＝14,212 袋 14,212 個 11,360個 560 640 640 640 Ａ 80個／箱

③玄米スープセット 一般男女数（3,553 人）×1個×給与回数（1回）／２（2種の選択）＝1,777袋 1,777 食 280食 280 400 400 400 320 Ａ 40食／箱

④玄米リゾット 一般男女数（3,553 人）×1個×給与回数（1回）／２（2種の選択）＝1,777袋 1,777 食 300食 300 400 400 400 300 Ａ 25食／箱

⑤おかゆレトルト 高齢者（780人）+幼児（1歳、2歳：33人）×1個×給与回数（1回）＝813食 813食 180食 180 120 120 120 120 Ａ 30食／箱

⑥みそ汁（インスタント） 想定避難者数（3,602人）×給食数（1個／1食）×給与回数（1回）＝3,602個 3,602食 1,370食 600 780 780 780 720 Ａ 60食／箱

⑦塩分補給用ゼリー 想定避難者数（3,602人）×給与回数（1回）＝3,602個 3,602個 1,440袋 560 800 800 800 720 Ａ 80個／箱

32,418本

（10,806本）
5,844本 2,664 1,032 1,032 1,032 1,032 A 24本／箱（保存期間10年保存水）公的備蓄整備10年周期

21,612本 3,624本 3600 3600 3600 3600 3600 ※ 24本／箱（ＲＳにより整備）

①寝袋（高機能シュラフ） 想定避難者数（3,602人）×1枚＝3,602枚 3,602枚 1,016枚 0 0 0 0 0 Ｂ 日本赤十字社北海道支部（代替毛布含む。）

②エマージェンシーシート 想定避難者数（3,602人）×1枚＝3,602枚 3,602枚 1,620枚 496 496 495 495 0 Ａ

③段ボールベッド 想定避難者数（3,602人）×1台＝3,602台 3,602台 360台 0 0 0 0 0 Ｃ プッシュ型支援依頼（優先順位Ａ）

④ほ乳瓶(使い捨て） 乳児（0歳）数（16人）×授乳回数（8回／1.5日）=128本 128本 1,060本 0 0 0 0 0 Ａ

⑤生理用品 対象者676人（12歳～50歳女性数）×5枚×2日分=6,760枚 6,760枚 675枚 0 0 675 0 0 Ｂ 15枚／袋　　北後志広域防災連携により補完　

Ｍ：336枚 Ｍ：986枚 0 0 0 0 0 Ａ 58枚／袋

Ｌ：336枚 Ｌ：748枚 0 0 0 0 Ａ 44枚／袋

ビック：386枚 ビック：646枚 0 0 0 0 0 Ａ 38枚／袋

Ｓ：240枚 Ｓ：68枚 0 0 0 0 0 Ｂ 34枚／袋　　日本福祉用具供給協会から支援

Ｍ：208枚 Ｍ：90枚 0 0 0 0 0 Ｂ 30枚／袋　　日本福祉用具供給開会から支援

Ｌ：144枚 Ｌ：78枚 0 0 0 0 0 Ｂ 26枚／袋　　日本救試用具供給協会から支援

⑧おしりふき おむつ等使用者に対し1袋（80枚入り） 67袋 70袋 0 0 0 0 0 Ａ

⑨トイレットペーパー 想定避難者数×必要量（5m／1日）×日数（2日）÷100（1ロール）=361ロール 361ロール 372ロール 0 0 0 0 0 Ａ 12ロール／袋

38セット 19 0 0 0 0 0 Ｂ 北後志広域防災連携により補完

補充セット 0 0 5 5 5 Ａ 消耗品の補充を継続（１回／3年）

②簡易担架 各避難所（38か所）×設置数（1台）=38台 38台 12台 0 0 0 0 0 Ｂ 日本福祉用具供給協会より提供

③災害時用車いす 各避難所（38か所）×設置数（1台）=38台 38台 12台 0 0 0 0 0 Ｂ 日本福祉用具供給協会より提供

④調理器具セット 調理器具のない避難所（28か所）×設置数（２セット）=56セット 56セット 35セット 6 5 5 5 0 Ａ

⑤調理用ガスコンロ 調理設備のない避難所（28か所）×設置数（1セット）=28セット 28セット 17セット 3 3 3 2 0 Ａ

⑥カセットコンロ（ガスボンベ付き） 各避難所（38か所）×設置数（2セット）=76セット 76セット 51セット 7 6 6 6 0 Ａ

⑦アルミ食器セット（カトラリー付き） 想定避難者数（3,602人）×1セット=3,608セット 3,602セット 1000セット 0 0 0 0 0 Ｂ 北後志広域防災連携により補完

⑧給水パック（６ℓ） 各避難所（38か所）×25個（150ℓ）=950個　※断水時の調理用給水 950個 1000個 0 0 0 0 0 Ａ

⑨移動式灯油ストーブ 各避難所（38か所）×設置数（３台）=114台 114台 72台 0 0 0 0 0 Ｃ

⑩ジェットヒーター 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 13台 0 0 0 0 0 Ｃ

⑪灯油用ポリタンク 設置ストーブ（114台）、ジェットヒーター（76台）に対し各１個設置 190個 36個 0 0 0 0 0 Ｃ

⑫貼るカイロ 各避難所（38か所）×設置数（10箱）=380箱 380箱 220箱 0 0 0 0 0 Ｃ

⑬業務用扇風機（サーキュレータ兼用） 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 44台 0 0 0 0 0 Ｃ

⑭コードリール 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 41台 0 0 0 0 0 Ｂ

⑮発電機（ガソリン） 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 24台 0 0 0 0 0 Ｂ

⑯発電機（ディーゼル） 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 0 0 0 0 0 0 Ｂ

ガソリン用　76缶 24缶 0 0 0 0 0 Ｂ

軽油用　76缶 0 0 0 0 0 0 Ｂ

⑱ＬＥＤランタン 各避難所（38か所）×設置数（３台）=114台 114台 37台 0 0 0 0 0 Ｃ

⑲ラジオライト 各避難所（38か所）×設置数（３台）=114台 114台 34台 0 0 0 0 0 Ｃ

⑳ＬＥＤ投光器（三脚スタンド付き） 各避難所（38か所）×設置数（３台）=114台 114台 38台 0 0 0 0 0 Ｂ

㉑ＬＥＤ投光器（バルーン型） 各避難所（38か所）×設置数（３台）=114台 114台 0 0 0 0 0 0 Ｂ

㉒ヘッドライト 各避難所（38か所）×設置数（５個）=190個 190個 87台 0 0 0 0 0 Ｃ

㉓懐中電灯 各避難所（38か所）×設置数（５個）=190個 190個 58台 0 0 0 0 0 Ｃ

㉔組立式リヤカー 各避難所（38か所）×設置数（１台）=38台 38台 5台 0 0 0 0 0 Ｃ

Ａ：38袋 12袋（156枚） 0 0 0 0 0 Ｃ

Ｂ：38袋 12袋（180枚） 0 0 0 0 0 Ｃ

㉖防災用ベスト 各避難所（38か所）×設置数（避難所運営職員、ボランティア用10着）=380着 380着 120着 0 0 0 0 0 Ｃ

㉗ハンド型メガホン 各避難所（38か所）×設置数（２台）=76台 76台 24台 0 0 0 0 0 Ｃ

㉘簡易ベッド 各避難所（38か所）×設置数（５台）=190台 190台 88台 0 0 0 0 0 Ｃ

㉙簡易間仕切り（ファミリールーム） 想定避難者数（3,602人）÷1ルーム収容人数（2人）＝1,801個 1,801個 265個 0 0 0 0 0 Ｃ プッシュ型支援依頼（優先順位Ａ）

㉚土のう袋 風水害対策用（毎年1,500袋準備） 1,500袋 450袋 1,500 1500 1500 1500 1500 Ａ 止水対策用　

①災害用マンホールトイレ 想定避難者数（3,602人）÷定数（50人）＝72基（マルチ対応型トイレを併用して整備） 36基 12基 7 7 8 8 8 Ａ ④マルチ対応型トイレを併用して整備

②札幌式ユニバーサルトイレ ２基 ー

③マルチ対応型トイレ（車いす用） 20基 3 3 3 0 0 Ａ

④マルチ対応型トイレ（一般兼用） 想定避難者数（3,602人）÷定数（50人）＝72基（災害用マンホールトイレと佩用して整備） 36基 22基 ー

⑤簡易トイレ収納袋（スケットイレ） 想定避難者数（3,602人）×1日の平均回数（5回）×日数（2日）=36,020個 36,020個 3,800個 0 0 0 0 0 Ｃ プッシュ型支援依頼（優先順位Ａ）

想定避難者数×1日3ℓ×日数（1.5日）＝16,209ℓ　（500㎖換算＝32,418本）⑧飲料水

避難所

資機材

各避難所（38か所）×設置数（1セット）=38セット

㉕ブルーシート 各避難所（38か所）に各サイズ１袋（Ａ：13枚入り2.7ｍ×5.4ｍ、Ｂ：15枚入り3.6ｍ×3.6ｍ）

避難所

運営用

資機材

暖房用

資機材

発電機等

⑰発電機燃料携行缶 各発電機燃料種別（ガソリン76台、ディーゼル76台）ごとに１缶設置

給食・

給水用

資機材

災害用

トイレ

照明

設備等

余市町備蓄品整備年次計画

想定避難者の支援に必要な備蓄品について整備する。整備に際しては、公的に備蓄を推進するもの、流通備蓄として民間事業者の助力及び相互応援協定等により必要数を確保するもの、当面の必要数を確保し国及び北海道に支援を要請し必要数を確保するものに区分し備蓄を推進する。公的備蓄について

は、中期的視野（5か年計画）とし、財源の有効活用を図るとともに、効率的かつ必要な物資を早期に確保することに重視する。

⑥紙おむつ（乳幼児用）

0歳：Ｍサイズ　（16人＋予備5人)×8枚×2日分＝336枚

1歳：Ｌサイズ　（16人＋予備5人)×8枚×2日分＝336枚

2歳：ビック　　（17人＋予備6人)×8枚×2日分＝386枚

⑦紙おむつ（大人用）

3,602人×必要者割合（0.005）＝18人（男性8人、女性10人）

Ｓサイズ：女性10人（予備5人）　15人×8枚×2日分＝240枚

Ｍサイズ：男性8人（予備5人）　13人×8枚×2日分＝208枚

食料

及び

飲料水

生活

必需品

整備の方針

31基多目的トイレ設備のない避難所(31か所）に各１基

①救急箱(50人用）
救護用

資機材

①簡易トイレと併用して整備

日立建機よりリース（協定による）

(株)日立建機日本よりリース対応

（協定による。）

プッシュ型支援依頼（優先順位Ｃ）

プッシュ型支援依頼

（冬季に災害が発生した場合：優先順位Ａ）

プッシュ型支援依頼（優先順位Ｃ）

マルチ対応型トイレに換装


